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Loracarbefの 臨 床 的検 討

武田秀利 ・佐々木一之

金沢医科大学眼科学教室*

渡辺のり子
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カルバセフェム系新抗菌剤loracarbefを 眼科領域の外眼部感染症である,麦 粒腫,涙 嚢

炎,瞼 板腺炎の15例 に投与 しその臨床効果 を検討 した。薬剤 は1回200mgを1日2～3回 経

口投与 した。

臨床効果 は全例有効以上で,有 効率は100%で あ った。分離菌の菌消失率は83.3%で あ

った。

全例 とも副作用,臨 床検査値の異常は見られなかった。
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Loracarbef(LCBF)1～3)は 新 しく開発 されたカルバセ

フェム系の経口抗菌剤で,グ ラム陽性菌からグラム陰

性菌にまで抗菌活性 を有する抗菌剤である。今回我々

は,本 抗菌剤 を外眼部感染症に使用する機会 を得たの

で以下に報告する。

15症 例(男 性8例,女 性7例)を 対象 に検討 を行った。

症例の平均年齢 は36.8歳 で,全 例アレルギー性疾患お

よび,重 篤な全身疾患の既往のない成人であった。

全例投与に先立ち本臨床治験参加の同意を得た。

対象患者の疾患 の内訳 は,麦 粒腫1例,瞼 板腺炎13

例,涙 嚢炎1例 であ った。

薬剤の投与方法 は,1回200mgを1日2回 が11例,3

回が4例 であった。臨床効果判定は眼感染症研究会判

定基準4),な らびに1989年 の 大石 らの判定方法を参考

に行った。眼痛,羞 明,流 涙,眼 瞼腫脹,眼 分泌,充

血(発 赤)な どの臨床症状 を指標 と し,3日 以内に消

失,お よび著 しい改善 を認めた もの を著効,7日 以内

に消失,お よび著 しい改善 を認めた もの を有効,14

日以 内に主症状が改善 した ものをやや有効,症 状に改

善がみ られなかったものを無効とした。

細 菌学的効果 は,投 与前,投 与後の分離菌の変化

を,消 失,減 少,菌 交代,不 変,不 明に判定 した。

安全性 については,副 作用の有無,臨 床検査値 より

評価 した。

i.臨 床的効果判定:今 回検討 した15症 例(麦 粒腫1

例,瞼 板腺炎13例,涙 嚢炎1例)す べてに症状の改善

が み ら れ,全 例 有 効 以 上 の 結 果 を 得 た 。 有 効 率 は

100%で あ っ た(Table 1,2)。

ii.細 菌 学 的 効 果:投 与 前 に 細 菌 が 分 離 され た もの

は,15例 中11例(15株)で あ っ た 。15株 中 グ ラ ム 陽 性

菌14株(Staphylococcus aureus 2株,Staphylococcus

epidermidis 6株,Propionibacterium acnes 5株,Propioni-

bacterium sp.1株,グ ラ ム 陰 性 菌1株(GNF-GNR1株))

で あ っ た 。15株 中 効 果 判 定 で き た の は12株 で,そ の

う ちS.aureus 2株,S.epidermidis 5株,GNF-GNR1株

は す べ て 消 失,P.acnes 4株 の う ち2株 が 消 失,2株 が

不 変 で,細 菌 消 失 率 は83.3%で あ っ た(Table 3)。

交 代 菌 と し て はAcinetobacter calcoaceticus,Escher-

ichia coli,Bacillus sp.各1株 検 出 さ れ た 。

iii.副 作 用:今 回の検討症例で は全例 において副

作用は検出されず,臨 床検査値で も投与後,異 常検査

値 を示 した ものはみられなかった(Table 4)。

新 しい経 ロカルバセフェム系抗菌剤であるLCBFを

眼 科領域感染症例 に投与 し,そ の臨床 効果 を検討 し

た。

対象症例15例 中,臨 床効果判定では全例 有効以上

で,有 効率は100%と 良好なものであった。

細菌消失率 も12株 中10株83.3%と 良好であった。

副作用,臨 床検査値異常 も認め られなかった。

以上 よりLCBFは 外 眼部感染症 に有用 な薬剤である

と考えられた。
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Table 1.Clinical results of loracarbef treatment

GNF-GNR:glucose non-fermentative gram-negative rod ND:not down *MIC:106CFU/ml
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Table 2 Clinical efficacy of loracarbef

Table 3.Bacteriological response to loracarbef

GNF-GNR:glucose non-fermentative gram-negative rod

Table 4.Laboratory findings before and after treatment with loracarbef

B:before treatment A:after treatment



VOL.41S-3 Loracarbefの 臨 床 的 検 討
741

文 献

1) Matsukuma I, Yoshiiye S, Mochida K, Hashimo-

to Y, Sato K, Okachi R and Hirata T: Synthesis

and biological evaluation of 3-chloro-1-car-

bacephem compounds. Chem Pharm Bull 37:

1239～1244, 1989

2) Sato K, Okachi R, Matsukuma I, Mochida K and

Hirata T: In vitro and in vivo antibacterial

activity of KT3777,. a new orally active car-

bacephem. J Antibiotics 42: 1844～1853,

1989

3) 大森 弘之, 原 耕 平: 第40回 日本化学療法学

会 西 日本 支 部 総 会, 新 薬 シ ンポ ジ ウ ム。

KT3777, 岡 山, 1992

4) 三 井 幸彦, 他: 細 菌 性外眼部感染 に対す る汎

用性抗生物質等点眼薬の評価基準。 日眼会誌

90: 511～515, 1986

Clinical evaluation of loracarbef for infectious external eye diseases
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Loracarbef,a new carbacephem antibacterial agent for oral use,was administered to fifteen

patients with infectious external eye diseases:one with hordeolum, one with dacryocystitis and 13
with meibomitis.The drug's efficacy was quite satisfactory in all fifteen cases.No side effects or

abnormal laboratory findings were noticed.


